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最高裁判所裁判官国民審査 

憲法を守らぬ最高裁裁判官に×印を！ 

人権を守る裁判所にしよう 
 

 総選挙と同時に最高裁判所裁判官の国民審査がおこなわれます。国民の直接投票で、

不信任の裁判官を辞め（罷（ひ）免）させることができる憲法７９条に定められた国民

の権利です。国民救援会は､｢憲法を守らない裁判官に×印をつけよう」という運動をし

ています。最高裁を真に｢人権の砦｣にするために、運動を広げましょう。 

 

下級審の裁判官人事権は最高裁下級審の裁判官人事権は最高裁下級審の裁判官人事権は最高裁下級審の裁判官人事権は最高裁    

 

 最高裁には国会で作った法律や、政府や自治体の処分などが憲法に違反していないか

どうかを最終的に判断する権限があります（憲法８１条）。それゆえ、最高裁の判断は、

日本の平和や民主主義、私たちの暮らしや権利に大きな影響を与えます。最高裁が「憲

法の番人」、「人権の最後の砦」と言われるのはそのためです。 

 しかし、その最高裁の裁判官は私たち国民が決めることはできず、内閣が最高裁の裁

判官を任命します。内閣が自分たちに都合のいい人を最高裁裁判官にしているという批

判もあります。 

 １２月１４日投票の総選挙と同時に最高裁判所裁判官の国民審査がおこなわれます

が、最高裁はこの制度の意義を国民の中に広く知らせることもなく、審査の対象となる

裁判官の経歴や考え、関与した裁判の内容などの資料を積極的に示していません。 

 この間の足利事件、布川事件、東電ＯＬ殺人事件の再審無罪、袴田事件の再審開始決

定など、相次ぐ誤判の発覚にもかかわらず、最高裁は反省も検証もしていません。解雇

撤回裁判でも、裁判所は常に使用者側に立って働く者の声に耳を閉ざしています。 

 最高裁は全国の裁判官の人事権を握っており、高裁以下の下級裁判所裁判官に絶大な

影響力を持っています。これまで最高裁は憲法擁護を掲げる青年法律家協会に参加する

裁判官を攻撃したり、「戸別訪問を禁止する公選法は憲法違反」と判断した裁判官を差

別してきました。その結果、「良心に従い独立して職権を行う」（憲法７６条）べき裁判

官が、最高裁に従う、上しか見ない“ヒラメ裁判官”になってしまうのです。 

 

罷免求める運動罷免求める運動罷免求める運動罷免求める運動はははは自由にできます自由にできます自由にできます自由にできます    
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 最高裁判所裁判官の国民審査は公職選挙法で厳しく規制されている選挙運動と違い、

国民審査の対象となる裁判官について虚偽宣伝以外の制限は何もありません。宣伝カー

やハンドマイクによる街頭宣伝も自由で、各種の集会などで罷免を呼び掛けることもで

きます。事前運動も制限がなく、投票日当日の運動も自由です。「私たちの痛切な願い

を切り捨てたすべての裁判官を罷免しよう」と呼びかけても差し支えありません。積極

的に罷免を呼びかけましょう。 

 国民審査はその制度そのものが国民に広く知らされておらず、判断すべき資料も十分

紹介されないばかりか、投票方法も極めて不合理な方法となっています。罷免したい裁

判官の氏名の上に×印をつけて投票箱に投票する仕組みですが、よく分からなくて、何

も記入せずそのまま投票すると、信任した（つまり裁判官として適任と判断した）とみ

なされます。主権者国民の意思が確実に結果に反映できるよう労働組合や民主団体によ

る宣伝活動が重要です。 

 

ご注意くださいご注意くださいご注意くださいご注意ください    ！！！！        

▼投票用紙にあるすべての裁判官を罷免したいと考えた場合は、裁判官一人ひとりの氏

名欄の上に×印を記入します。一括して大きく×印を記載すると無効とされます。 

▼罷免していいかどうか分からない場合は、投票所の立会人に、「棄権します」と言っ

て投票用紙を返しましょう。白紙投票は信任と見なされます。 

▼期日前投票は総選挙とは違い、12月７日からしかできません。ご注意ください。 

 

審査対象の裁判官審査対象の裁判官審査対象の裁判官審査対象の裁判官 （協力‥日本民主法律家協会）＊告示順 

● 鬼丸鬼丸鬼丸鬼丸    かおるかおるかおるかおる        

（おにまる（おにまる（おにまる（おにまる    かおる）かおる）かおる）かおる） 弁護士出身 第二小法廷 

２０１３年２月６日任命 １９４９年２月７日生 

2013年２月６日任命 1949年２月７日生 

・沖縄の米軍ヘリパッド建設をめぐり、国が工事に反対する伊佐真次さんに通行妨害の

禁止を求めた訴訟で、伊佐さんの上告を棄却（裁判長）①。 

・うつを理由に重光由美さんを解雇した東芝過労うつ病労災裁判で、会社側の過失を認

定し高裁へ差し戻し（裁判長）②。 

・婚外子の相続分を嫡出子の半分とする民法の規定を違憲とする大法廷判決（全員一致）。

③ 

・沖縄密約文書の不開示決定取消しを求めた裁判で、文書存在の立証責任は原告側にあ
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るとして棄却決定（全員一致）。④ 

・2012年の総選挙で、１票の格差が最大 2.34倍で無効とする裁判で、選挙区割りは「違

憲状態」だが、選挙は違憲無効としないとする大法廷判決で多数意見。⑤ 

● 木内木内木内木内    道祥道祥道祥道祥    

    （きうち（きうち（きうち（きうち    みちよし）みちよし）みちよし）みちよし）    弁護士出身 第三小法廷 

２０１３年４月２５日 任命 １９４８年１月２日生    

・婚外子差別裁判（③と同じ）で違憲判断。 

・１票の格差裁判（⑤と同じ）で、選挙区割りは違憲だが、選挙は違法と宣言するにと

どめ無効とすべきでないと反対意見。 

●●●●池上池上池上池上        政幸政幸政幸政幸    

    （いけがみ（いけがみ（いけがみ（いけがみ    まさゆき）まさゆき）まさゆき）まさゆき） 検察官出身 第一小法廷 

２０１４年１０月 ２日 任命  １９５１年８月２９日生 

・法務省刑事局、法務省大臣官房など行政職が長い。名古屋高検検事長、大阪高検検事

長を歴任。 

●●●●山本山本山本山本        庸幸庸幸庸幸庸幸    

    （やまもと（やまもと（やまもと（やまもと    つねゆき）つねゆき）つねゆき）つねゆき） 元内閣法制局長官 第二小法廷 

２０１３年 ８月２０日 任命  １９４９年９月２６日生 

・約 20年間、内閣法制局に在籍。 

・沖縄の米軍ヘリパッド建設をめる訴訟で伊佐さんの上告を棄却（①と同じ） 

・東芝過労うつ病労災裁判で、会社側の過失を認定し高裁へ差し戻し（②と同じ）。 

・沖縄密約文書公開請求裁判（④と同じ）で、原告側上告を棄却（全員一致）。 

●●●●山﨑山﨑山﨑山﨑        敏充敏充敏充敏充    

    （やまさき（やまさき（やまさき（やまさき    としみつ）としみつ）としみつ）としみつ） 裁判官出身 第三小法廷 

２０１４年 ４月 １日 任命  １９４９年８月３１日生 

  ・最高裁事務総長、名古屋高裁長官、東京高裁長官を歴任。 

（おわび 山本庸幸裁判官の関与事件について、救援新聞の表記に一部あやまりがあり

ましたので訂正して表記いたします。） 
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